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 2008年7月24日0時24分に発生した岩手県沿岸北部の地震（北緯39.7度，東経141.6度，深

さ 108km，M 6.8； 気象庁）について，防災科研K-NET およびKiK-net の強震波形記録を用い

て，震源過程のインバージョン解析を行った． 
 
◎断層面モデルと震源過程のパラメータ化 
 第１図に Hi-net のP 波押し引きによるメカニズム解とF-net のモーメントテンソル逆解析によ

るメカニズム解を示す．2 つのメカニズム解には差異が見られる．F-net のメカニズムによる単一

の断層面を仮定した予備的なインバージョン解析では，IWT018 や IWTH19 などのいくつかの観

測点で波形の一致度が十分ではなかった．この結果に基づき，南部ではHi-net，北部ではF-netに
よる高角西傾斜の二枚の面からなる震源断層面（南部：16km×30km，走向223度，傾斜65度； 
北部：14km×30km，走向 179 度，傾斜 71 度）を仮定した．破壊開始点は Hi-net の再検測によ

る震源位置とし，この点は南の断層面上に存在するとした． 
 インバージョン解析において断層面上のすべり破壊過程は，時間・空間的に離散化して表現され

ている 1)．空間的には2km四方の小断層225個（南部：8×15；北部：7×15）に分けた．時間的

には各小断層において破壊開始点から一定速度で広がる同心円が到達してから時間幅 0.8 秒のスム

ーズドランプ関数を 0.4秒間隔で7つ並べることによって表現した．各小断層からの理論地震波形

は，一次元成層構造モデルを仮定して 2)，離散化波数法 3)と反射透過係数法 4)により点震源の波形を

計算し，これに小断層内部の破壊伝播の効果を付加した 5)． 
 
◎解析に用いた波形データ 
 K-NET およびKiK-net（地中）の 22 観測点（第１図）で得られた加速度強震波形に，0.1 から

1Hz のバンドパスフィルターをかけ，積分することにより得られた速度波形のS 波部分 16 秒間を

切り出し（Ｓ波到達時刻の1秒前から15秒後まで），データとした． 
 
◎波形インバージョン 
 各小断層の各タイムウィンドウのすべり量は，観測記録と理論波形の差の最小二乗法により解い

た．インバージョンには，すべりの方向をメカニズムのすべり方向（南部：-107 度； 北部：-93
度）から片側45度の幅の中に納める拘束条件 6)と，時間的・空間的に近接したすべりを平滑化する

拘束条件 7)をかけている．平滑化の強さは，ABIC8)により妥当な値を選んだ．第一タイムウィンド

ウをトリガーする同心円の伝播速度は，観測と合成の波形の残差が小さくなるものを選んだ． 
 
◎結果 
 第２図に推定されたすべり分布を，第３図に観測波形と合成波形の比較を示す．断層面全体での



地震モーメントは2.82×1019 Nm（Mw 6.9）である．第一タイムウィンドウをトリガーする同心

円の伝播速度は3600m/sである．破壊開始点北側のF-netモーメントテンソル解に対応する断層面

上にすべりの大きい領域が見られる． 
 南の観測点（例えば IWTH04，IWTH22，IWTH27）では二つのパルス波が見られ，震央近傍

から北にかけての観測点では主要なパルス波が一つ見られる．南の観測点については，一つ目のパ

ルス波は破壊開始点南側のすべりにより，二つ目のパルス波は北側のすべりにより生成されている．

一方，パルス波が一つしか見られない観測点の多くでは，パルス波は主として北側の大きなすべり

により生成されており，南側のすべりによる波はパルス波の前のやや小振幅のフェーズとして現れ

たりパルス波に重なっているがその寄与はあまり大きくない．Hi-netのメカニズムを仮定すること

により波形一致の改善を図った IWT018や IWTH19などの観測点での波については，南側のすべ

りが主として生成に寄与している． 
 
注：なお，本解析は暫定的なものであり，今後修正される可能性がある． 
 

（文責：鈴木亘・青井真（防災科研）・関口春子（京大防災研・防災科研）） 
 

http://www.k-net.bosai.go.jp/k-net/topics/iwate_20080724/inversion/ 
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Fig*1� Fault plane model and slip distribution used for the inversion analysis. A star indicate the epicenters of 

the mainshock. Source mechanisms determined by the P-wave polarity analysis using Hi-net data and 
moment tensor inversion using F-net data are also shown. 
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Fig*2� Slip distribution on the assumed fault plane. A star indicates the rupture starting point.  
Broken line indicates the boundary between the northern and southern fault planes,  
which are connected at the point indicated by black circle. Contours are drawn at 0.5 m 
interval. 
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Fig*3� Comparison between the observed and synthetic waveforms. The maximum velocities  

for the observation and simulation are shown upper right of each trace. 
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